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2021年7月6日

豪州準備銀行は11月会合で量的緩和策の見直しへ

 豪州準備銀行（RBA）は、ペースを緩やかに落としながらも国債買い入れ策を少なくとも11月まで継続する方針示す。

 RBAは11月会合で改めて国債買い入れ策を見直しへ。豪州経済の回復の進展が量的緩和縮小の判断の焦点に。

 RBAは政策金利を0.10％で据え置き。「2024年まで利上げなし」とする今後の政策金利に関するガイダンスも維持。

 市場の一部では2023年にかけてのRBAの利上げ観測が浮上。先物市場でも2022年後半の利上げを織り込む動き。

RBAは11月会合で改めて量的緩和策を見直しへ

豪州準備銀行（RBA）は7月6日の理事会において、国

債買い入れを中心にした現行の量的緩和策に関する見

直しを行いました（図1）。

RBAは、現行の国債買い入れ策が2021年9月初旬に

完了した後も、買い入れペースを緩やかに落としながら少

なくとも11月までは国債買い入れを継続する方針を示し

ました。RBAの国債・州政府債保有残高は、2021年5月

末時点で2,159億豪ドルへ拡大しています（次頁図3）。

RBAは改めて2021年11月の会合で今後の国債買い入

れ策の見直しを行うことを表明しています。RBAは現行の

金融緩和策を継続する背景として、景気回復局面から景

気拡大局面へ移行する豪州経済を支援する意図がある

ことを示唆しました。今後は、11月会合に向けて豪州経済

の回復が進展するかどうかが一段の量的緩和縮小の判

断を行うかの焦点となりそうです。

図1：豪州準備銀行（RBA）の政策決定の概要

（出所）豪州準備銀行 （注）2021年7月6日理事会の声明文。

図2：豪州準備銀行（RBA）の政策金利の推移

（出所）ブルームバーグ
（期間）実績：2019年1月1日～2021年7月6日

予想：2021年9月～2023年9月

今後はRBAの利上げ見通しも市場の注目点に

一方、金利政策の面では、RBAは政策金利を0.10％で

据え置く決定を下しました。RBAは今回の声明文において

「2024年までに利上げの条件が満たされるとは予想して

いない」との従来通りのガイダンスも維持しました。

市場ではRBAの政策金利は2023年に向けて据え置きと

の見方が大勢なものの、足元では一部の市場参加者の間

で早ければ2022年末から2023年にかけてRBAが利上げ

に転換するとの見方が浮上しつつあります（図2）。また、

金利先物市場でも、2022年後半以降のRBAの利上げを

織り込む動きがみられます（次頁図4）。今後、11月の会

合に向けては、RBAの政策金利見通しの修正議論も市場

の大きな注目点となると見込まれます。

 イールド・カーブ・コントロール政策の目標を2024年4

月満期国債で維持。同国債の利回り誘導目標も現行

の0.10％で据え置き。

 現行の国債買い入れ策が9月初旬に完了した後も、

RBAは国債買い入れを継続する。少なくとも11月中旬

までは週40億豪ドルのペースで買い入れる（現行の買

い入れペースは週50億豪ドル）。

 11月に国債買い入れ策の見直しを行う。

 政策金利（キャッシュ・レート）は0.10％で据え置き。

 今後の政策金利に関するガイダンスは据え置き
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図3：豪州準備銀行（RBA）の国債・州政府債保有残高の推移

（出所）豪州準備銀行 （期間）2019年1月末～2021年5月末
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図4：豪州の銀行間金利（90日物）の先物カーブ

（出所）ブルームバーグ （注）2021年7月6日時点。

先物金利は2022年後半
以降の利上げを織り込む
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